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   今回ご紹介するのは、高浜町の民話を語り継ぐ語り部・志水美知代さん

です。88歳の今も精力的に活動され、町に伝わる107話の民話をすべて

読み込み、自らの言葉で紡いできました。 志水さんの語りの魅力は、なん

といっても“高浜弁”です。土地の言葉で語ることで、物語は、ぐっと身近に

なり、聞く人の心に自然と寄り添います。 

  志水さんは、高浜町まちづくりネットワークの活動を通して、民話の語り

を次の世代へとつなぐ取り組みを続けています。その背景にあるのは、「こ

の高浜弁を、なくしてしまいたくない」という素直で強い思いです。民話は

物語そのものだけでなく、語られる言葉とともに伝わってこそ意味がある。そうした考えで、若い世代や地域の人た

ちと民話を分かち合ってきました。また、自身でユーチューブチャンネルを開設し、高浜弁による民話を発信するな

ど、新しい形での伝え方にも楽しみながら挑戦されています。 

  そんな志水さんが語ったのが、禅僧・釈宗演の生涯です。 11月８日に開催された若州一滴文庫と高浜町郷土

資料館の共催イベントにおいて披露されたこの語りには、志水さん自身の経験が背景にありました。 かつて宗演

の生誕地の近くに暮らしていたにもかかわらず、その偉業を深く知る機会がなかったのです。 しかし近年、宗演の

歴史に触れたことで、「もっと知りたい」「自分の言葉で伝えてみたい」という思いが強まったことが挑戦の原動力

となりました。 

  志水さんは、 釈宗演顕彰会の講座で学び、さらに文献調査を重ね、 史実を丁寧に整理した上で宗演像を自ら

の視点で再構成しました。その語りは事実に裏付けられながらも、  志水さんの感性が柔らかく息づき、会場の多く

の来場者を魅了しました。 

  本イベントは、宗演の命日に合わせて郷土資料館が毎年11月に行っている取り組みの一環で、今年は若州一

滴文庫との共催により、幅広い視点から地域の歴史を伝える機会となりました。 民話から歴史人物へと語りの世

界を広げる志水さんの歩みは、これからも高浜の記憶を未来へつなぐ大きな力となることでしょう。 
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